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初
鹿
野
直
美

こ
と
で
合
意
し
た
。
そ
し
て
一
九
〇
七
年
に
国
境

条
約
を
締
結
し
、
タ
イ
の
要
請
に
基
づ
き
フ
ラ
ン

ス
当
局
が
測
量
地
図
を
作
成
し
、
翌
年
、
そ
れ
を

フ
ラ
ン
ス
で
公
刊
す
る
と
と
も
に
タ
イ
側
に
示
し

た
。
そ
こ
に
は
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
領
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
て
、
タ
イ
は
、
一
九
三
四
年
～
三
五
年
の
独

自
の
測
量
調
査
に
よ
り
、
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺

院
が
ダ
ン
レ
ッ
ク
山
脈
の
分
水
嶺
よ
り
も
タ
イ
側

に
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
に
対

し
て
異
議
申
し
立
て
な
ど
の
手
段

は
と
ら
な
か
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
タ
イ
は

た
び
た
び
こ
の
地
域
に
警
備
兵
を

置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
三

年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
独
立
の
頃
に
は
、

こ
の
地
域
を
占
領
す
る
に
い
た
っ

た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
タ
イ
に
対
し

て
何
度
も
抗
議
し
た
が
受
け
入
れ

ら
れ
ず
、
一
九
五
八
年
に
両
国
は

国
交
断
絶
の
危
機
に
陥
っ
た
。
こ

の
事
態
に
際
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、

一
九
五
九
年
一
〇
月
六
日
に
、
国

つ
（
地
図
１
参
照
）。

　

プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
は
、
一
四
三
一
年
～

一
九
〇
四
年
に
は
タ
イ
の
支
配
下
に
あ
っ
た

（
一
九
三
二
年
ま
で
の
タ
イ
の
正
式
国
名
は
シ
ャ

ム
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
タ
イ
と
表
記
す
る
）。

カ
ン
ボ
ジ
ア
が
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
と
な
っ
て
い

た
一
九
〇
四
年
に
タ
イ
と
フ
ラ
ン
ス
は
協
約
を
結

び
、
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
周
辺
部
に
つ
い
て

は
、
ダ
ン
レ
ッ
ク
山
脈
の
分
水
嶺
を
国
境
と
す
る

●
は
じ
め
に

　

二
〇
〇
八
年
七
月
七
日
、ユ
ネ
ス
コ
は
プ
レ
ア・

ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
あ
る
世
界
遺
産

と
し
て
登
録
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
民
は
こ
れ
を

歓
迎
し
、
歓
喜
し
た
。
し
か
し
、
世
界
遺
産
登
録

は
同
寺
院
周
辺
で
国
境
を
接
す
る
タ
イ
の
世
論
を

刺
激
し
、
同
月
一
五
日
に
は
両
国
軍
が
同
寺
院
付

近
で
に
ら
み
合
う
事
態
に
な
っ
た
。
両
国
間
の
軍

事
的
緊
張
は
、
二
〇
〇
六
年
以
来
き
わ
め
て
不
安

定
に
な
っ
て
い
る
タ
イ
国
内
政
治
の
影
響
を
強
く

受
け
て
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
三
カ
月
後
の
一
〇
月

一
五
日
に
は
つ
い
に
両
国
軍
が
交
戦
し
、
死
傷
者

が
出
た
。
本
稿
で
は
、
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院

周
辺
の
国
境
線
を
め
ぐ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ
と

の
対
立
の
経
緯
を
紹
介
す
る
。

●
ふ
た
つ
の
地
図

　

プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

ア
ン
コ
ー
ル
朝
時
代
の
一
一
～
一
二
世
紀
に
建
立

さ
れ
た
ヒ
ン
ズ
ー
寺
院
で
あ
る
。
タ
イ
語
で
は

カ
ー
オ
・
プ
ラ
ウ
ィ
ハ
ー
ン
と
呼
ば
れ
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
北
部
と
タ
イ
北
東
部
の
間
を
東
西
に
走
る
ダ

ン
レ
ッ
ク
山
脈
上
の
切
り
立
っ
た
が
け
の
上
に
建

プ
レ
ア・ヴ
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際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
に
同
寺
院
お
よ
び
そ

の
周
辺
地
域
に
対
す
る
領
有
権
の
確
認
等
を
求
め

て
提
訴
し
た
。
一
九
六
二
年
六
月
一
五
日
に
出
さ

れ
た
判
決
は
、
タ
イ
が
過
去
五
〇
年
に
わ
た
り

一
九
〇
七
年
国
境
条
約
や
そ
れ
に
付
随
す
る
地
図

を
受
け
入
れ
て
き
た
事
実
に
鑑
み
、プ
レ
ア・ヴ
ィ

ヒ
ア
寺
院
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
領
土
に
属
す
る
こ
と

を
認
め
た
。
タ
イ
政
府
は
、
こ
の
判
決
を
不
満
と

し
な
が
ら
も
、
同
年
九
月
に
軍
隊
等
を
撤
退
さ
せ

た
。

　

プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
を
め
ぐ
る
問
題
は
、

国
際
法
上
は
一
九
六
二
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｊ
判
決
で
一
応

の
決
着
が
つ
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
判
決
は
寺
院

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
帰
属
す
る
こ
と
は
確
認
し
た
も

の
の
、
国
境
線
の
画
定
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な

い
。
そ
の
結
果
、
分
水
嶺
に
沿
っ
た
国
境
線
に
こ

だ
わ
り
判
決
に
不
満
を
残
す
タ
イ
と
フ
ラ
ン
ス
作

成
の
地
図
に
基
づ
く
立
場
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
間
で
、

領
有
権
未
確
定
部
分
の
約
四・
六
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
係
争
地
域
を
め
ぐ
り
、
現
在
に
い
た
る
ま

で
対
立
が
続
い
て
い
る
（
地
図
２
参
照
）。

　

な
お
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ
は
、
一
九
九
四
年

以
降
国
境
画
定
の
た
め
の
話
し
合
い
を
重
ね
、

一
九
九
七
年
に
共
同
国
境
委
員
会
を
設
置
し
た
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
の
政
府
間
覚
書
に
お
い
て
、

一
九
〇
四
年
～
一
九
〇
八
年
の
間
の
条
約
や
地
図

に
従
っ
て
今
後
の
両
国
間
の
国
境
画
定
作
業
を
実

施
す
る
こ
と
を
合
意
し
、
係
争
地
域
に
つ
い
て
は

両
国
と
も
変
更
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
旨
を
確
認

し
、
共
同
国
境
委
員
会
に
よ
る
国
境
画
定
作
業
が

待
た
れ
て
い
た
。

●
観
光
開
発
の
進
展

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
一
九
九
二
年
に
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
に
続
き
、
プ
レ

ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
を
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に

登
録
し
よ
う
と
準
備
を
重
ね
て
き
た
。
ア
ン
コ
ー

ル
ワ
ッ
ト
と
、
周
辺
地
域
に
点
在
す
る
遺
跡
と
を

組
み
合
わ
せ
て
、
国
内
外
の
観
光
客
に
プ
レ
ア
・

ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
を
観
光
地
と
し
て
売
り
込
む
た
め

で
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。

　

し
か
し
、
寺
院
周
辺
地
域

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
の
影
響

で
長
ら
く
紛
争
下
に
あ
り
、

多
く
の
地
雷
が
敷
設
さ
れ
て

い
た
地
域
で
あ
る
。
切
り

立
っ
た
崖
の
上
に
位
置
す
る

と
い
う
地
形
的
な
困
難
さ
も

あ
い
ま
っ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

側
か
ら
の
観
光
開
発
は
遅
れ

て
い
る
。
国
内
の
道
路
を
使

用
し
て
同
寺
院
に
至
る
に
は
、

か
な
り
の
悪
路
を
覚
悟
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
側
か
ら
の
訪
問
客
は
、

二
〇
〇
七
年
の
一
年
間
で

一
二
万
八
〇
〇
〇
人
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、

タ
イ
の
シ
ー
サ
ケ
ッ
ト
県
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
は
容
易
で
、

今
回
の
国
境
紛
争
が
深
刻
化

す
る
以
前
は
、
多
く
の
観
光

客
が
タ
イ
側
か
ら
同
寺
院
を
訪
れ
て
い
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
に

新
規
発
行
し
た
二
〇
〇
〇
リ
エ
ル
紙
幣（
約
〇・五

ド
ル
）
の
デ
ザ
イ
ン
に
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院

を
採
用
し
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
遺
跡
」
と
し
て
同

寺
院
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
二
〇
〇
八
年
に
入
る
と
、

イ
ン
ド
系
企
業
が
空
港
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
建
設

を
含
む
数
億
ド
ル
規
模
の
投
資
を
行
い
、
観
光
開

発
を
推
進
す
る
話
も
持
ち
上
が
っ
た
。
道
路
イ
ン

フ
ラ
に
つ
い
て
も
、
中
国
の
支
援
や
国
内
外
の
有
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志
に
よ
る
寄
付
な
ど
に
よ
り
整
備
を
進
め
る
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ

ア
寺
院
周
辺
地
域
の
観
光
全
般
を
管
理
さ
せ
る
た

め
に
、
新
た
に
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
を
設
置
し
た
。

　

国
境
に
関
す
る
見
解
は
一
致
し
て
い
な
い
も
の

の
、
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
観
光
の
経
済
的
効

果
を
確
信
し
て
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ
は
、
観

光
開
発
に
つ
い
て
は
協
調
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
。

二
〇
〇
三
年
八
月
に
は
、
隣
国
ラ
オ
ス
も
交
え
て
、

プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
を
含
む
三
カ
国
の
国
境

地
域
を
「
エ
メ
ラ
ル
ド
三
角
地
帯
」
と
し
て
観
光

開
発
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
合
意
し
た
。
ま
た
二

国
間
で
も
、
二
〇
〇
四
年
三
月
に
寺
院
を
両
国
の

友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
付
け
、
観
光
資
源
と
し

て
共
同
開
発
す
る
こ
と
、
お
よ
び
国
境
線
画
定
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意
し

た
。●

タ
イ
と
の
摩
擦
の
顕
在
化・膠
着
化

　

観
光
開
発
に
つ
い
て
は
前
向
き
で
あ
っ
た
タ
イ

も
、
国
境
線
の
問
題
と
な
る
と
敏
感
に
な
ら
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
タ
ッ
ク
シ
ン
政
権
が
二
〇
〇
六

年
九
月
に
ク
ー
デ
タ
に
よ
っ
て
退
陣
し
た
の
ち
、

国
内
の
反
政
府
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
対
応
と
も
連

動
し
、
よ
り
神
経
質
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、二
〇
〇
七
年
に
プ
レ
ア・ヴ
ィ

ヒ
ア
寺
院
の
世
界
遺
産
登
録
を
申
請
し
た
が
、
タ

イ
側
は
そ
の
申
請
区
域
に
係
争
地
域
が
含
ま
れ
て

い
た
こ
と
に
難
色
を
示
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
は
タ
イ

に
配
慮
し
て
、
同
寺
院
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
価

値
は
認
め
つ
つ
も
、
同
年
の
会
議
で
の
承
認
は
見

送
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
後
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
再

び
世
界
遺
産
の
登
録
申
請
を
計
画
し
た
の
に
対
し

て
、
タ
イ
政
府
は
、
寺
院
が
建
つ
地
域
と
周
辺
の

係
争
地
域
と
を
わ
け
て
、
前
者
の
み
の
申
請
で
あ

れ
ば
単
独
で
の
申
請
を
容
認
す
る
立
場
を
と
っ
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
二
〇
〇
三
年
に
、
タ
イ
人
女

優
が
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
は
タ
イ
の
も
の
で
あ

る
」
と
発
言
し
た
と
い
う
報
道
を
き
っ
か
け
に
、

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
の
タ
イ
大
使
館
や
タ
イ
企
業
が

焼
き
討
ち
さ
れ
る
と
い
う
大
規
模
な
反
タ
イ
暴
動

が
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
、
両
国

関
係
者
の
あ
い
だ
で
共
有
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

　

二
〇
〇
八
年
三
月
三
～
四
日
、
一
月
末
に
就
任

し
た
タ
イ
の
サ
マ
ッ
ク
首
相
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
フ

ン
・
セ
ン
首
相
の
最
初
の
首
脳
会
談
で
、
タ
イ
は

同
寺
院
の
周
辺
部
の
係
争
地
域
を
含
ま
な
い
登
録

申
請
で
あ
れ
ば
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
世
界
遺
産
申
請

を
容
認
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
し
か
し
、
折
し
も

タ
イ
国
内
で
は
、
市
民
・
マ
ス
コ
ミ
な
ど
か
ら
な

る
反
政
府
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
日
ご
と
に
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
お
り
、「
世
界
遺
産
申
請
の
支
持
と

引
き
換
え
に
石
油
利
権
や
そ
の
他
の
ビ
ジ
ネ
ス
利

権
を
得
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」、「
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
世
界
遺
産
申
請
を
支
持
す
る
こ
と
は
、
領
土
を

売
却
す
る
こ
と
に
等
し
い
」
と
タ
イ
政
府
を
激
し

く
攻
撃
し
た
。
タ
イ
政
府
は
、
石
油
利
権
・
ビ
ジ

ネ
ス
利
権
の
疑
念
に
つ
い
て
は
否
定
し
て
お
り
、

汚
職
の
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
登

録
申
請
支
持
に
つ
い
て
「
政
府
方
針
は
領
土
を
失

う
も
の
で
は
な
い
」
と
繰
り
返
し
説
明
し
た
が
、

反
政
府
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
側
は
納
得
せ
ず
、
反
政
府

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
攻
撃
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
と
の

間
で
、
情
勢
は
膠
着
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

五
月
六
日
に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ソ
ク
・
ア
ン

副
首
相
と
タ
イ
の
ウ
ィ
ラ
ポ
ン
外
務
次
官
が
会
談

し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
よ
る
世
界
遺
産
登
録
を
タ
イ

が
支
持
す
る
こ
と
と
、
こ
の
行
為
は
共
同
国
境
委

員
会
の
国
境
画
定
作
業
に
は
何
ら
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
こ
と
を
両
国
は
確
認
し
た
と
共
同
発
表
し
た
。

さ
ら
に
、五
月
二
二
日
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ソ
ク・

ア
ン
副
首
相
と
タ
イ
の
ノ
ッ
パ
ド
ン
外
相
が
協
議

し
、
こ
の
と
き
の
合
意
事
項
が
、
六
月
一
八
日
に

共
同
声
明
と
し
て
発
表
さ
れ
た
（
一
一
月
二
三
日

に
タ
イ
国
家
汚
職
防
止
取
締
委
員
会
は
、
こ
の
共

同
宣
言
を
閣
議
で
了
承
し
た
サ
マ
ッ
ク
政
権
当
時

の
閣
僚
二
八
人
に
対
し
て
、
憲
法
違
反
の
判
断
を

下
し
た
）。
こ
こ
で
は
、
タ
イ
政
府
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
政
府
が
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
の
寺
院
本
体

に
つ
い
て
世
界
遺
産
登
録
の
申
請
を
単
独
で
行
う

こ
と
を
支
持
す
る
こ
と
と
、
周
辺
の
係
争
地
域
に

つ
い
て
は
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
両
国
が
協
力
し
て

管
理
計
画
を
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
す
る
こ
と
が
合
意

さ
れ
た
（
参
考
文
献
②
）。

　

こ
の
共
同
声
明
後
、
タ
イ
国
内
の
反
政
府
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
激
化
す
る
。
タ
イ
国
内
の
反
発
の
大

き
さ
ゆ
え
に
、
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
付
近
の

国
境
ゲ
ー
ト
は
六
月
二
二
日
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
さ

ら
に
七
月
七
日
、
タ
イ
憲
法
裁
判
所
が
こ
の
共
同



29 ―アジ研ワールド・トレンドNo.160（2009. 1）

プレア・ヴィヒア寺院周辺のカンボジア・タイ国境紛争

声
明
は
、
政
府
が
領
土
に
関
す
る
合
意
を
他
国
と

交
わ
す
際
に
は
国
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
と
定

め
た
憲
法
一
九
〇
条
第
二
項
に
反
す
る
旨
の
判
決

を
下
し
た
。
ノ
ッ
パ
ド
ン
外
相
は
「
合
意
を
し
た

の
は
寺
院
本
体
に
つ
い
て
の
み
で
、
領
土
に
関
し

て
は
言
及
し
て
い
な
い
」
と
反
論
し
た
も
の
の
、

七
月
一
〇
日
に
引
責
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

一
方
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
よ
る
世
界
遺
産
へ
の
登

録
申
請
は
、
七
月
二
日
か
ら
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク

州
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会

で
検
討
さ
れ
、
七
月
七
日
に
は
世
界
遺
産
と
し
て

登
録
さ
れ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
は
、
こ
の
決
定
に
喜
ん
だ
国
民
が
寺
院
周
辺
や

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
で
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た
。

　

こ
の
登
録
承
認
は
、
タ
イ
国
内
で
は
さ
ら
に
激

し
い
反
発
を
惹
起
し
た
。
宗
教
団
体
が
寺
院
周
辺

で
座
り
込
み
を
行
っ
た
り
、
寺
院
周
辺
部
に
民
間

人
が
侵
入
し
た
り
と
い
っ
た
事
件
が
相
次
い
だ
。

七
月
一
五
日
に
は
、
つ
い
に
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア

寺
院
周
辺
に
タ
イ
軍
が
投
入
さ
れ
、
両
国
間
の
軍

事
的
緊
張
が
高
ま
っ
た
。

　

両
国
首
相
は
即
座
に
書
簡
を
交
わ
し
て
交
渉
し
、

七
月
二
一
日
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
テ
ィ
ア
・
バ
ン

国
防
相
と
タ
イ
の
ブ
ー
ン
ス
ラ
ン
国
軍
最
高
司
令

官
が
協
議
し
た
。
双
方
と
も
、「
自
国
領
域
内
に

派
兵
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
、
議

論
は
平
行
線
を
た
ど
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、

七
月
二
七
日
に
総
選
挙
を
控
え
て
い
た
た
め
、
こ

の
事
態
が
激
化
せ
ぬ
よ
う
、
と
り
わ
け
慎
重
に
対

処
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
無
論
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
国
民
の
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
情
勢
に
対
す
る
関

心
は
非
常
に
高
く
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
は
連
日
ト
ッ

プ
ニ
ュ
ー
ス
で
情
勢
を
伝
え
た
。
ま
た
、
小
規
模

な
反
タ
イ
・
デ
モ
が
行
わ
れ
た
り
、
若
者
た
ち
の

間
で
タ
イ
製
品
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
勧
め
る
シ
ョ
ー

ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
電
子
メ
ー
ル
が
や
り
と
り
さ

れ
た
り
す
る
、
と
い
う
現
象
は
あ
っ
た
が
、

二
〇
〇
三
年
の
よ
う
な
暴
動
に
ま
で
発
展
す
る
こ

と
は
な
く
、
全
般
的
に
は
平
穏
が
保
た
れ
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
総
選
挙
後
の
七
月
二
八
日
、
再
度

両
国
外
相
お
よ
び
国
軍
関
係
者
が
会
合
し
、
係
争

地
域
か
ら
撤
退
す
る
と
い
う
基
本
的
合
意
が
な
さ

れ
た
が
、
具
体
的
な
解
決
策
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ハ
オ
・
ナ
ム
ホ
ー
ン

外
相
と
タ
イ
の
ソ
ン
ポ
ン
外
相
の
会
談
や
、
テ
ィ

ア
・
バ
ン
国
防
相
と
サ
マ
ッ
ク
首
相
の
会
談
な
ど

が
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
大
き
な
進
展
が
な
い
ま
ま
、

両
国
軍
の
に
ら
み
合
い
は
継
続
し
た
。
タ
イ
は
八

月
以
降
、
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
の
み
な
ら
ず
、

一
〇
〇
キ
ロ
近
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
オ
ッ

ド
ー
ミ
ア
ン
チ
ェ
イ
州
の
タ
ー
・
モ
ア
ン
寺
院
お

よ
び
タ
ー
・
ク
ロ
バ
イ
寺
院
に
も
派
兵
し
、
事
態

は
徐
々
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

な
お
、
そ
の
間
に
も
、
タ
イ
の
反
政
府
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
衰
え
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
九
月
九
日

に
は
サ
マ
ッ
ク
首
相
が
辞
任
し
、
代
わ
っ
て
ソ
ム

チ
ャ
ー
イ
政
権
が
誕
生
し
た
。

●
一
〇
月
一
五
日
の
銃
撃
戦

　

一
〇
月
に
な
り
、
事
態
は
急
変
す
る
。
一
〇
月

三
日
に
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
付
近
の
ヴ
ィ
ア

ル
・
ア
ン
ト
リ
ー
で
銃
撃
戦
が
お
き
、
タ
イ
軍
兵

士
二
人
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
軍
兵
士
一
人
が
負
傷
し
た
。

同
地
点
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
主
張
に
よ
る
と
国
境

線
よ
り
も
一
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
カ
ン
ボ
ジ
ア

国
内
に
は
い
っ
た
と
こ
ろ
、
タ
イ
の
主
張
に
よ
る

と
係
争
地
域
内
に
あ
た
る
。

　

こ
の
小
競
り
合
い
を
う
け
て
、
フ
ン
・
セ
ン
首

相
と
ソ
ム
チ
ャ
ー
イ
首
相
と
の
あ
い
だ
で
会
談
が

も
た
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
タ
イ
国
内

の
反
政
府
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
激
化
し
、
一
〇
月
七

日
に
は
警
官
隊
と
の
衝
突
に
よ
り
流
血
の
惨
事
に

ま
で
い
た
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
ソ
ム
チ
ャ
ー

イ
首
相
は
バ
ン
コ
ク
を
離
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
当
初
首
相
会
談
が
予
定
さ
れ
て
い
た

一
〇
月
一
三
日
に
は
、
タ
イ
か
ら
ソ
ン
ポ
ン
外
相

が
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
訪
問
し
て
、
フ
ン
・
セ
ン
首
相

お
よ
び
ハ
オ
・
ナ
ム
ホ
ー
ン
外
相
と
会
談
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
の
タ
イ
国
内
の
緊
迫
し
た

情
勢
を
考
え
る
と
、外
相
が
タ
イ
の
世
論
か
ら「
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
譲
歩
し
た
」
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な

交
渉
姿
勢
を
と
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
こ
の
会
談
は
決
裂
し
、
フ
ン
・
セ
ン
首
相

は
「
一
〇
月
一
四
日
正
午
ま
で
に
タ
イ
軍
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
領
土
か
ら
撤
退
せ
よ
。
そ
う
し
な
け
れ

ば
、
戦
争
状
態
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
最
後
通
牒
と

も
と
れ
る
発
言
を
し
た
。

　

翌
一
四
日
、タ
イ
軍
が
ヴ
ィ
ア
ル・ア
ン
ト
リ
ー

か
ら
は
撤
退
し
た
と
報
道
さ
れ
、
最
悪
の
事
態
は

回
避
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
（
タ
イ
側
は
こ
の
報

道
を
否
定
）。
し
か
し
、
一
五
日
に
再
度
同
じ
場

所
を
含
む
係
争
地
域
内
の
計
三
カ
所
で
一
四
時

三
〇
分
か
ら
一
時
間
程
度
の
銃
撃
戦
が
起
き
、
カ
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ン
ボ
ジ
ア
軍
兵
士
三
名
が
死
亡
し
、
双
方
に
負
傷

者
が
発
生
し
た
。

　

ど
ち
ら
が
先
に
発
砲
し
た
の
か
、
真
相
は
明
ら

か
で
は
な
く
、
衝
突
直
後
は
、
双
方
と
も
相
手
の

対
応
を
非
難
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
の
事
態

の
深
刻
化
を
さ
け
る
べ
く
、
過
剰
な
非
難
合
戦
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。
フ
ン
・
セ
ン
首
相
も
「
偶
発

的
な
出
来
事
だ
っ
た
」
と
受
け
止
め
た
。
も
っ
と

も
、
タ
イ
国
内
で
は
、
一
〇
月
七
日
の
バ
ン
コ
ク

市
内
で
の
衝
突
の
衝
撃
が
大
き
く
、プ
レ
ア・ヴ
ィ

ヒ
ア
問
題
へ
の
関
心
が
相
対
的
に
薄
れ
て
い
た
時

期
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
中

国
・
北
京
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
の
た
め
に
訪

中
し
た
両
国
首
脳
は
、
一
〇
月
二
四
日
に
会
談
を

も
ち
、「
一
〇
月
一
五
日
の
よ
う
な
銃
撃
戦
が
二

度
と
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
点
で
は
意

見
の
一
致
を
見
た
。
一
一
月
一
一
日
の
共
同
国
境

画
定
委
員
会
の
会
合
で
は
、
両
国
軍
を
後
退
さ
せ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
今
後
の
解
決
に
向
け
た
合

意
形
成
へ
の
歩
み
が
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
か
に
見

え
る
。
し
か
し
、
両
国
軍
が
対
峙
し
た
状
況
は
い

ま
だ
に
続
い
て
お
り
、
撤
退
が
実
行
に
移
さ
れ
る

ま
で
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
。

●
経
済
活
動
へ
の
影
響

　

一
〇
月
一
三
日
の
フ
ン
・
セ
ン
首
相
の
発
言
の

後
、
タ
イ
大
使
館
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
に
い
る

タ
イ
国
民
に
帰
国
を
勧
め
た
。
実
際
、
プ
ノ
ン
ペ

ン
在
住
の
一
五
〇
〇
人
あ
ま
り
の
タ
イ
国
民
の
う

ち
四
〇
〇
人
以
上
が
一
時
帰
国
し
た
と
言
わ
れ
る
。

ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ
の
国
境
ゲ
ー
ト
と
し

て
最
大
の
街
ポ
イ
ペ
ト
は
、
武
力
衝
突
直
後
、
多

く
の
住
民
が
一
時
的
に
避
難
し
て
、
数
日
の
あ
い

だ
街
は
閑
散
と
し
て
い
た
と
い
う
。　

　

た
だ
し
、
両
国
の
経
済
関
係
は
大
き
な
影
響
は

受
け
て
い
な
い
模
様
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
上
半

期
の
タ
イ
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
輸
出
は
、
前
年

度
を
大
き
く
上
回
る
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
軍
事
的

緊
張
が
高
ま
っ
た
七
月
以
降
、
伸
び
は
ゆ
る
や
か

に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
前
年
度
よ

り
も
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

投
資
に
つ
い
て
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
タ
イ
か
ら

SIA
M
 Cem

ent

社
や
Ｃ
Ｐ
社
な
ど
の
大
企
業

や
、
一
〇
〇
以
上
の
中
小
企
業
が
進
出
し
て
い
る

が
、
基
本
的
に
は
通
常
通
り
の
企
業
活
動
を
続
け

て
い
る
。
国
内
産
業
の
発
展
が
不
十
分
な
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
と
っ
て
は
、
隣
国
と
の
経
済
的
な
結
び
付

き
抜
き
に
経
済
を
運
営
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
タ
イ
に
と
っ
て
も
重
要
な

市
場
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
多
少
の
ボ
イ

コ
ッ
ト
運
動
等
が
あ
っ
て
も
、
経
済
的
関
係
に
お

い
て
は
、
大
き
な
影
響
を
受
け
ず
に
済
ん
で
い
る

よ
う
で
あ
る
。
無
論
、
事
態
の
長
期
化
は
、
経
済

関
係
の
悪
化
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
こ
と
に
は
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。

●
ま
と
め

　

タ
イ
政
府
は
、
反
政
府
勢
力
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
政

府
と
の
板
挟
み
で
、
一
連
の
動
向
に
関
し
て
、
有

効
な
解
決
策
を
主
導
で
き
ず
に
き
た
。
反
政
府
勢

力
と
っ
て
「
譲
歩
」
と
み
な
さ
れ
る
選
択
を
す
れ

ば
、
政
権
へ
の
批
判
は
免
れ
ず
、
一
方
、
強
硬
な

手
段
を
と
る
こ
と
は
、
二
〇
〇
三
年
の
大
使
館
焼

き
討
ち
事
件
に
次
い
で
、
両
国
間
関
係
に
重
大
な

禍
根
を
残
す
。
七
月
の
増
兵
以
来
、
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
は
基
本
的
に
は
両
国
に
任
さ
れ
て
き

た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
タ
イ
政
府
の
反
対
に
よ
り
介

入
せ
ず
、
国
連
も
平
和
的
な
解
決
を
求
め
る
声
明

を
発
表
し
た
が
、
具
体
的
な
介
入
は
し
な
か
っ
た
。

両
国
政
府
が
辛
抱
強
く
時
間
を
か
け
て
解
決
の
道

を
探
っ
て
き
た
も
の
の
、
前
線
が
軍
事
的
緊
張
に

耐
え
か
ね
ず
起
こ
っ
た
の
が
一
〇
月
の
衝
突
で
あ

ろ
う
。

　

貴
重
な
遺
跡
が
紛
争
の
舞
台
に
な
り
続
け
る
こ

と
は
、
遺
跡
の
劣
化
に
も
つ
な
が
り
文
化
的
損
失

は
計
り
か
ね
な
い
。
観
光
資
源
と
し
て
活
用
で
き

な
い
こ
と
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
も
、
タ
イ

に
と
っ
て
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
一
一
月

末
現
在
、
一
応
の
平
穏
を
取
り
戻
し
て
い
る
が
、

時
間
を
か
け
て
解
決
へ
の
道
を
さ
ぐ
る
し
か
な
い
。

（
は
つ
か
の　

な
お
み
／
在
プ
ノ
ン
ペ
ン
海

外
派
遣
員
）
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